平成24年度第１回富山県文化審議会

日時　平成24年4月20日（金）10:00～

場所　県庁4階大会議室

議事　　「新世紀とやま文化振興計画（改定版）」の最終答申案について

（会長）　それでは、これより議事に入りたいと思います。前回の昨年6月の審議会では、「新世紀とやま文化振興計画」改定の中間報告案について、ご審議いただき委員の皆さんから多くの意見が出ました。その後、審議会での議論等を踏まえて修正したものを、本年3月に公表し、県民から意見の募集を行ったところです。本日は、それらの手続きを踏まえ、知事に答申することになる文化振興計画改定の最終的な案について、ご審議をいただきたいと思います。

　それでは、事務局お願いします。

＜事務局説明＞
（会長）　ただ今、事務局から説明がありましたが、これらの件について、委員の皆さまのご意見を伺いたいと思います。

（○○委員）　ご説明いただきました点は、富山県だけではなくて、全国至る所で問題とされています。これをどうやって具体的に固めていくかということが一番大変だと思います。今の答申では、「検討する」「願いたい」という言葉で過ぎてしまいます。これは全体に文化庁の構想とすごく似ています。学校教育の視点や、芸術文化に専門的な技術を持っている人を起用するというようなところは、文化庁からもよく聞きますが、それを具体的にどのようにまとめていくか。

　足元をもう少し見るべきではないかなと思います。富山県に新幹線ができるのは2年後ですが、できたからといって大きく変わるものではありません。足元を見つめて固めていかないと、話だけで終わってしまうということを感じます。
（○○委員）　改定計画に関しては、以前に議論されたことが反映されていて、基本的にはこれで構わないのではないかと思います。ただ、この改定された基本計画を進展していくために、大きく三つぐらいのポイントで発言したいと思います。

　1番目は、震災との関連です。復興計画等々がなかなか進みませんが、文化の問題に関していうと、10～20年という長期的な視野が必要ではないかと思います。被害の中には目に見えるものと、目に見えないものがあります。目に見える被害はお金など、努力をすれば何とか復興できます。目に見えない被害は10～20年続いていって、構造的な変化を起こすようになります。

　例えば関東大震災のときの首都の改造計画は、成功したといわれていますが、実は下町文化が全部崩壊してしまいました。このように、江戸時代からあった文化が震災の後の復興計画によって壊れました。目に見えない文化というのは、前の文化を支えてきて、現にある文化を支えている仕組み、構造というものだと思います。それは主に人材、あるいは人材をコアにした地域、全国、世界とのネットワークなどが文化を支えてきたものであって、それが途切れてしまうと消えてしまいます。震災の場合によくいわれたのは、特に今回の震災に関していうと、お祭り等々を支えてきた「結」や「講」といった、その地域の人たちが作り上げてきた人間関係が崩れていくことによって、文化が変わっていってしまうということです。今回の計画の中でも共通認識していく必要があるのではないかということです。
　2番目は、最近創造都市という言葉がはやっていて、県内でも南砺市、高岡市等々で、文化芸術創造都市に関する構想会が始まっています。それに悪乗りするのはいかがなものかという気もします。例えば南砺市の場合、利賀を中心とした舞台芸術の発信基地として、あるいは、そのほかにも各地域がこれまで作り上げてきたさまざまな文化をうまく結び付けていくことがコアになってくると思います。

　高岡に関しても、伝統的な工芸やお祭りなど、いろいろな文化と新しく生まれてくるさまざまな試みをつないでいくところに大きなポイントがあると思っています。このような基礎自治体が新しい構想の下に文化振興を図っていくときに、県がそれをどのような形でサポートしていくのか。そのような文化は基礎自治体の仕事なので、県は広い意味で人材を育成したり、県全体の動きをPRしたり、相互に役割を明確にしながら進めていく必要があるのではないかと思っています。そのような基礎自治体の現在の動きを把握して、県が何をしていくかということは、この計画を進めていくに当たって考慮していくべきポイントではないかと思います。

　3番目は、評価、検証という問題です。この計画についてPDCAサイクルの必要な部分はきちんと取り込んでいく必要があり、成果が確認できるようなことは求められてくるのではないかと思いますので、それに対する取組みが必要になってくるのではないかと思います。

　以上3点ですが、もう1点小さな話では、以前文化庁で文化ボランティアに関するコーディネーターの養成が一つのテーマとして出てきました。個々のボランティアは県で一括して養成する必要はないと思いますが、ボランティアコーディネーターというのは重要な役割であり、ボランティアコーディネーターの養成は、県で取り組んでもいいのではないか、これは提案という形で申し上げます。

（○○委員）　3点ほど、お話ししたいと思います。

　1点目は、県民が芸術文化に親しむ機会が充足されていると思う人の割合は2割を切っていて、非常に少ない。これだけいろいろ努力をしているのに、なぜこんなに少ないのだろうという気がします。やはりアピールが下手なのか、もう少しいろいろな手段を使ってアピールする方向がないかなと。

　例えば富山県はケーブルテレビの普及率やインターネットの普及率がかなり進んでいます。そういう情報手段をうまく使って、単なるイベント紹介ではなく、日常的に何か県民の芸術文化に触れ合う活動を紹介する、定期的な番組により映像で見るだけでなく、実際にイベントに参加するという取組みを広げていかないと、県民の意識は変わっていかないのではないかと思います。
　2点目は、推進する人材が必要です。先ほどから人材の話があって、どこかに支援する人々との協働の促進ということがありました。これからは、新しい公共という概念もありますから、それが必要だと思います。私も「ふるさと学習推進員」という、ふるさと学習を推進していく人材を養成するカリキュラムを一つやってきています。そこで養成した人が働く場、要するにせっかくふるさと学習を推進しようとして、それなりに情報発信の方法やテーマをどう企画して、それを地域の方々に広めていくかということをやっていますが、その養成した人が活躍する場がうまく見つけられない。自分で見つけろというのは、非常に厳しいです。養成をするのは、地域のNPOあたりがやってもいいと思いますが、活躍の場は、広く行政がつくる必要があるのではないかと思います。

　全体が見渡せるような仕掛けを行政としてつくる必要があると思います。人材を求める人と、人材を養成する人とのマッチングがうまく図られていないので、そこをこのような施策の中に書き込めればいいのではないかという思いがあります。

　3点目は、老朽施設の耐震・防災です。広く県民にアピールして、安全・安心の中で、質の高い文化に親しむことができるということで、もっと積極的に計画を進めていただければと思います。

　4点目は、80ページの「ふるさと文学の振興とまちづくり」の最後のポツに、「文化を活かしたまちづくりを各地域において幅広く展開するため、地域で育まれてきた文化資源と、まちづくりの活動をコーディネートする人材の育成を図る」と書いてあります。これは、「ふるさと文学の振興とまちづくり」だけではなくて、この項目の大きな項目「（2）文化を活かしたまちづくり・地域づくり」全体に関わる内容だと思います。その内容がふるさと文学の振興のところのポツにあるのは、違和感があるので全体の中でこれを表現すべきだと思います。

（○○委員）　今も少し出ましたが、より良い文化活動を行う活動の場として、文化施設のことについて一言申し上げます。「新世紀とやま文化振興計画」の素案の21～22ページに、「県内市町村立ホール等の現状」で、施設の老朽化に伴い、各施設の存廃等の議論が必要に迫られると書いてあります。

　私の地元である高岡には、市民会館や高岡文化ホールがあり、それは地域で重要な役割を果たしていると思っていますが、老朽化してきており、今後のことを大変心配しています。高岡文化ホールについては、平成24年度は、応急的な整備が県で可決されたと聞いており、大変感謝しています。しかし、今後、舞台設備の機器や空調設備なども改修が必要になってくると考えられます。

　資料5のパブリックコメントの⑤にも、県立文化施設の老朽化と記録され、報告案への反映として、県民会館・美術館の耐震化を推進すると書いてありますが、老朽化対策も計画的に実施していきたいということも書いてあります。ぜひ県民会館の耐震化同様、老朽化対策についても、計画的に実施すると明記していただきたいと思います。

　また、この計画の49ページにも、県民の参考指標というところで、県立文化ホールの利用について、平成33年度まで書いてありますが、このように出てくる中で、特に老朽化などに一番力を入れていっていただきたいと思います。

　もう一つは、「次世代を担う子どもたち、青少年の文化活動」（52ページ）ということで、たくさんの項目が並べてあります。私は今の子どもたちにとって、富山県は非常にいい環境にあると思っています。特に指導者に対しても、指導者招へい事業であったり、文化芸術アドバイザー事業であったり、また、世界に発信するということで、とやま世界こども舞台芸術祭など、いろいろな舞台芸術からの世界への派遣事業などは、他県にはないような事業だと思っています。その中で小さいころから積み上げてきたものが、中学校へ入るときに大きな壁にぶつかってしまうというのは、勉強よりも部活動との両立で、必ず部活動に入らなければいけないというようなことを学校でいわれるそうです。そうすると、遠くから来ている子どもたちなどは、練習に来られない、そういう時間がないということを、私が所属する団体の先生方もたくさんおっしゃっています。

　このような一芸を一生懸命やっている子どもたちに、教育委員会の方のご指導の下で、もっと伸ばしてやるような環境をつくっていただけたらありがたいと思います。
（○○委員）　先ほど○○委員がおっしゃった文化施設の老朽化についてですが、確かに、ホールに入られた方の安全を絶対に考えなければなりませんが、同時にホールが古くなったというのは、それだけ文化の積み重ねだと思います。日本人は老朽化を直せとなると、壊してしまったり、建て直してしまったり、だいぶ昔のホールのイメージが薄れてしまったということになりがちです。例えばヨーロッパなどは、ベルリンフィルハーモニーホールやコンツェルトハウスホールなどの比較的最近のホールも素晴らしいのですが、何世紀も前にできたお城でやるコンサートは響きが素晴らしいです。

　やはり建物を直すということの中で、積み重ねということは忘れていただきたくないと思います。私どもの団体も、よく高岡文化ホールでお世話になりましたが、響きがとてもいいのです。いろいろな団体、芸術家が演奏会をやっていますが、そういうものの積み重ねだと思います。そのようなものを大事にしながら、具体的にどのように受け継ぎながら、建物を造るかというハードとソフトの二つの問題を同時にお考えいただけると、建物にもいぶしというか、文化の歴史が刻まれるのではないかと思います。

（会長）　ありがとうございました。余談ですが、私も建築の臨終について議論をいつもしていますが、実は臨終はないという欧米の考え方と、日本の場合には早く、とにかくスクラップ・アンド・ビルドのような発想が生まれてしまいます。そこは価値の積み上げをどのようにしていくのか、使いやすさをどのようにするのか、その辺のメンテナンスも含めて非常に重要なのだろうと。

　ただ、この計画は平成24年度からスタートする10年間で、平成23年度に大きな震災もありましたし、日本中が建築の耐震強度等も含めて見直す時期です。それを見直しながらさらにどういう価値を積み上げられるかどうかという評価は駆使していかなければいけない。そして、細部の中に入れていかなければいけないのだろうと思っています。

　○○委員がおっしゃるとおり、長期に積み上げられるかどうかということが議論として必要なのだろうと思っています。ほかにご意見はありますか。

（○○委員）　細かいことですが、80ページにある「ふるさと文学の振興とまちづくり」です。ここにまちづくりは同族だというご意見がありました。ご存じない方が多いと思いますが、富山県にはとやま文学賞というものがあります。これは北日本文学賞ほど派手ではないのですが今まで30回ほどあったので、それをこの文学館に絡める含みの文言が、一言入ればいいかなと。いわゆるふるさと文学館ととやま文学賞の連携を視野に入れてそのような文言が入らないものかと思いました。
　とやま文学賞をもう少し広範囲にやるときに、こうした文学館の力が要るのではないかと思います。

　もう一つ、先ほどから問題になっている49ページの数字です。芸術文化に親しむ機会が充足されていると思う人の割合が2割（19.5％）です。5年前は23.6％で、数字の上から見ると、何だか偏差値が下がったようで嫌な気分がします。統計の取り方にもよるのでしょうが、この数字を見て宣伝が足りないといえるのかどうか、よく分かりませんが、一言コメントなど、何か工夫が必要かなと思いました。
（○○委員）　この答申案はすごくまとまっていると思っていますが、県民というレベルから見ると、何となく上の部分で動いているのかなと思います。県民の一人として考えた場合に、もう少し県民の土台をしっかりしなければいけないのかなと思います。グローバル化などといわれますが、それに対して発信するにしても、県民一人一人がもう少し意識を高めていく、そのような土台が一番大事なのではないかと思っておりました。

　先ほどから議論されている49ページの数字が少ないということも、私もすごく気になっています。これに関しても、自分も文化にはいろいろ接していますが、実際のところ、生活に密着した文化には皆さん触れてはいらっしゃると思います。先ほど○○委員もおっしゃいましたが、やりたくてもどこへ行ったらいいのか、皆さんに指導したいがどこでしたらいいのか。場所がないなど、本当に些細なことも足りないのではないかと。そういうものがあれば、もっともっと底辺でも進んでいって、それがさらにレベルアップしていって、大きなものになっていくのではないかと思います。

　また、親世代も忙しく子どもが自分から文化に触れるという場面は大変少ないので、学校への一日美術館や出前コンサートなどはすごくいいと思っています。子どもたちの中に入っていって、子どもが触れることによって、きっかけができるので、すごくいいことだと思います。

　その場に、地域との連携として、地域の方も参加できるような形。これは今、子どもたちがというようになっていますが、せっかくの機会なので、学校であるときに、地域のお年寄りや住民、保護者など、たくさんの方がそこへ出向くような、地域との連携を図ってすれば、子どもたちだけでなくもっとたくさんの県民にも知らせることができるのではないかということです。獅子舞などを学校の行事の中に取り入れたりすることはすでにやっており、逆に地域が学校の中に入っていくということをもっとやってもいいのではないかと思っていました。

（○○委員）　芸術団体ヒアリングやパブリックコメントでも、学校教育の中で連携というようなことが出ています。まとめの中では、59ページからでしょうか、青少年ということで、64ページまで、随分細かく丁寧に挙げていただいたと思っています。人はずっと連続して大きくなっていっているわけで、先ほどの幼児からやっていたのに、学校の終わった後に、どこが受け手になっているのかということが、少し気になりました。それぞれが独立してあるということではなくて、卒業したら次にどのようなことで文化に触れていくのかということのつながりがもし見えれば、さらに見えやすいのかなと考えました。

　また、60ページにあるように、今年は全国高等学校総合文化祭がありますが、そういうイベントについても、そのときだけ盛り上がって頑張るという一過性のものではなくて、それが終わった後、活動が活発になったものを、来年度はどうしていくのか、その後どういう活動をしていくのか、卒業した生徒はどのようにその活動をさらに続けていくのかということが非常に重要ではないかと思っています。終わった後ということが重要、卒業したときが重要、そのつながりが何か見える形になればと感じました。

（○○委員）　先ほどから、PRが不足しているのではないかというお話がたくさん出ていましたが、今回、見せていただいた中には、情報通信技術を活用して、いろいろ発信したり、鑑賞できるようにしたり、管理したりしようという内容がたくさん織り込まれています。富山県の中での地域格差を解消する、情報のバリアフリー化を進めるためにも必要なことであり、ぜひ進めていただきたいと思います。ただ、この場合、例えばケーブルテレビで放送した、インターネットに載せた、電波で放送したということでは、一体放送したケーブルテレビを何人の人が見ているのか、インターネットを何人の人が活用しているのかということになっていくので、ぜひ情報通信技術を使ったものを複合的、有機的に活用していくことが非常に大事ではないかと感じています。ケーブル、インターネット、電波、紙媒体、そしてかなり有効だと思われるのは口コミですが、そのようなものも含めて有機的にアピールするなど、鑑賞環境を整えていただければと思います。これを内容に盛り込めるかどうかは分かりませんが、活用するときに、そのように考えていただければと思います。

（会長）　ありがとうございました。情報の発信、受信の形態が随分変わってきましたし、若い層に対しても随分変わりましたので、そういうことも踏まえて、この答申の中にまとめて、一言文言を入れていただければありがたいと思います。ほかにご意見はありませんか。

（○○委員）　特に歴史と文化が薫るまちづくり事業は、各市町村で行われているのに対して、情報発信など、積極的にソフト的なものもなされて、だんだん知られるようになってきているかと思います。それと関連して、地域の誇り「ふるさとへの誇りや愛着」という点で、昨年砺波高校で1年生を中心に、地域の山村集落や景観、建築文化や庭、祭りなどを学習する授業がありました。実際に集落を歩いて、山の上に登って上から俯瞰する形で行い、最後の発表の後に、高校1年生ぐらいに地域の文化を見直すことの大切さをすごく感じました。

　それぞれグループ発表をしましたが、最後に、すごい意見のやり取りがあって、これは素晴らしいことだなと。それが高校生の生徒さんたちだけの発表でしかなかったので、すごくもったいないなと感じました。先ほどからインターネットやケーブルテレビといったところでの発表を、逆に私たち地域の住民の人たちに、なぜそのような遺産が大切かということを知っていただけるのではないかと、逆に大人が教えてもらえるような感じだなと。ですから、それぞれの地域の方々で、中学や高校ぐらいのときに、そのようにふるさとの調査研究をすることで、実際に足を運んでやることで、地域に対する誇りや愛着などが出てくるのではないかということを感じました。これは意見ではなくて、感想ですが、そのようなことをぜひやっていただきたいと思います。

（○○委員）　人材を育成し、活躍できる場をサポートしていくことがいいのではないかと皆さん考えていらっしゃるかと思いますが、実際に現場でやっていると、活躍できる場所を整備していただくことも大切かと思いますが、そのように立ち上がったNPOなり団体などが実際に活躍していけるようなシステムを行政の方と協働で行っていくようなことがとても大切だと感じています。それが委託事業であったりするかもしれませんが、日々感じているのは、子どもたちに活動に参加してほしいのに、学校以外に塾などで忙しく、学校以外で参加してもらうのがすごく難しい現状があります。学校と一緒に授業の中で私たちの活動を展開していけないかということを考えていますが、学校単位では難しくて、理解していただける先生と一緒に活動をしています。学校と一緒にNPOなり、小さな団体が活動を一緒に推進できるようなシステムを考えていただけたらと思っています。

　すぐにということではありませんが、例えば予算を見ても（参考資料）3ページの「次世代を担う子どもたち・・・」に関して、「次世代を担う子どもの文化芸術体験事業－巡回公演事業－」などは、予算枠を取らない事業となっているので、それは末端で動いている私たちからしたら、こういうところから委託事業なりを考えていただけるところではないかと感じました。
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